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とは、Ｐａｌ＝友達・仲間と、ｊａ＝農協で「みんなＪＡの仲間」であることを表した造語です。
２3

　
Ｊ
Ａ
共
済
は
、
組
合
員
・
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安

全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
そ
の
一
環
と
し

て
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
が
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
を
交
え
た
形
式
で
、
交
通
ル
ー
ル

の
大
切
さ
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
掛
け
声
で

ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
が
登
場
し
、
子

ど
も
た
ち
は
場
内
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
大
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　「
赤
は
と
ま
れ
。
青
は
す
す
め
。
で

も
飛
び
出
さ
な
い
で
、
き
ち
ん
と
左

右
を
見
て
進
む
こ
と
が
大
事
」な
ど
交

通
安
全
に
つ
い
て
楽
し
く
伝
え
た
ほ

か
、
ゲ
ー
ム
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
終

盤
に
は
会
場
の
親
子
も
一
体
と
な
っ
た

歌
や
ダ
ン
ス
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
握
手
会
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
順
番
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た

ち
と
握
手
し
、
親
御
さ
ん
た
ち
は
そ

の
様
子
を
笑
顔
で
写
真
に
収
め
て
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
Ｊ
Ａ
八
戸
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
青
森
は
７
月
６
日
、
南
部
町
立
町
民
ホ
ー
ル「
楽
楽
ホ
ー
ル
」で
午
前
・
午
後
の
２
回
に
分
け

「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
開
催
し
、
午
前
の
部
、
午
後
の
部
合
わ
せ
て
５
７
５
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
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㈱
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ビ
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従
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�

ぱ  る  じゃ

　
７
月
20
日
、
三
戸
営
農
セ
ン
タ
ー

で
、
入
組
１
年
目
の
職
員
３
人
が

職
場
体
験
と
し
て
、
ト
マ
ト
の
選

果
、
箱
詰
め
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
流
れ
て
く

る
ト
マ
ト
を
、
色
や
傷
の
状
態
に

注
意
し
て
選
別
、
箱
詰
め
を
行
い

ま
し
た
。

　●
下
長
支
店

　
ト
マ
ト
の
傷
の
有
無
や
、
熟
度

な
ど
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
箱
詰
め
を
行
い
ま
し
た
。「
こ
れ

は
ど
う
か
」な
ど
の
点
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
周
り
の
方
々
に
逐
一
確
認

を
と
り
、
助
け
合
っ
て
仕
事
を
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
三
戸
支
店

　　
ト
マ
ト
の
箱
詰
め
は
初
め
て
行

い
ま
し
た
が
、
単
純
に
見
え
て
難

し
く
、
大
変
な
作
業
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
焦
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
あ

ま
り
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
普
段

の
仕
事
で
も
周
り
を
よ
く
見
て
、

効
率
よ
く
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

●
金
融
課

　　
ト
マ
ト
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
、

迅
速
に
箱
詰
め
を
行
う
よ
う
心
掛

け
ま
し
た
。
単
純
な
作
業
で
も
疲

れ
が
溜
ま
り
、
足
腰
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
毎
日
行
っ
て
い

る
職
員
の
方
々
は
本
当
に
す
ご
い

と
尊
敬
し
ま
す
。
私
も
自
分
の
仕

事
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
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音
　

葉
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１
年
目
）

中
　

村
　
羽
　

凜

（
Ｊ
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歴
１
年
目
）

工
藤
　
明
志
乃

（
Ｊ
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歴
１
年
目
）

い
ち

さ
わ

お
と

は

な
か

む
ら

ふ
わ

り

く

ど
う

あ

し

の

新
人
職
員
の
職
場
体
験

感

　想

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

８
月
号

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
入
組
し
て
１
年
目

か
ら
４
年
目
の
職
員
を
対
象
に
、

他
部
署
の
業
務
を
体
験
し
部
門

間
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
他
部
署
の
知
識
を
学
ん
で

い
く
姿
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 楽しく交通ルールを確認

▲ ダンスで会場を盛り上げる仲間たち

▲ 握手会の様子
Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
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、

三
浦
幸
治
、
三
浦
直
也
、
三
浦
政
志
、
三
浦
豊
、
水
梨
寿
、
本
宿
貞
子
、
柳
町
秀
光
、

山
下
悟
、
山
内
文
子
、
山
本
嘉
明

  

豊

　
　崎  

赤
坂
英
夫
、
奥
田
マ
サ
子
、
小
泉
一
夫
、
嶋
森
一
志
、
下
田
繁
弘
、
下
田
賀
庸
、
髙
橋
克
、

田
中
勇
治
、
種
市
俊
一
、
種
市
則
美
、
十
日
市
光
良
、
巴
俊
悦
、
巴
良
夫
、
中
村
明
人
、

中
村
力
、
夏
堀
康
衛
、
三
浦
修
、
三
浦
勝
雄
、
安
ケ
平
健
児
、
山
内
奨
、
若
松
悟

  

下

　
　長  

後
村
富
夫
、
石
藤
正
、
上
村
清
孝
、
大
沢
俊
幸
、
大
沢
保
、
大
橋
俊
彦
、
小
笠
原
國
雄
、

小
笠
原
光
雄
、
角
直
人
、
金
谷
千
栄
子
、
河
原
木
一
実
、
河
原
木
勝
義
、
木
村
亨
、

木
村
富
次
郎
、
在
家
円
次
、
下
村
和
廣
、
髙
橋
敬
仁
、
田
名
部
敬
悦
、
田
名
部
浩
、

田
名
部
康
弘
、
中
村
成
紀
、
中
村
正
記
、
西
野
茂
雄
、
西
村
隆
、
根
城
正
人
、
早
狩
博
規
、

吉
田
敏
之

  

市

　
　川  

音
喜
多
市
助
、
風
穴
求
、
川
口
ト
ミ
エ
、
木
村
智
、
木
村
繁
雄
、
木
村
弘
志
、
木
村
弁
一
、

木
村
萬
幸
、
木
村
芳
孝
、
鈴
木
岩
雄
、
鈴
木
祐
則
、
鈴
木
享
、
鈴
木
精
一
、
鈴
木
誠
逸
、

鈴
木
忠
美
、
田
嶋
清
、
戸
舘
保
人
、
谷
地
秀
典
、
谷
地
充
裕
、
吉
田
和
子
、
吉
田
繁
男
、

吉
田
松
広

  

南

　
　郷  

犾
守
信
幸
、
市
沢
晃
祐
、
内
沢
豊
、
犾
舘
博
史
、
大
沢
直
美
、
春
日
恵
美
子
、
春
日
和
慶
、

春
日
裕
之
、
小
林
由
男
、
坂
本
俊
之
、
山
内
忠
夫
、
住
沢
久
一
、
髙
畑
幸
一
郎
、
舘
長
作
、

旦
平
吉
明
、
中
里
義
信
、
中
村
修
介
、
中
村
隆
男
、
中
森
繁
、
中
山
良
一
、
成
田
博
義
、

西
明
、
野
月
与
四
郎
、
羽
柴
廣
美
、
畑
内
寿
彦
、
畑
中
和
治
、
林
善
嗣
、
平
脇
勝
春
、

松
長
鐵
雄
、
見
附
孝
幸
、
宮
澤
文
男
、
元
木
寿
勝
、
森
一
夫
、
森
輝
昭
、
森
山
福
美
、

門
前
廣
美
、
山
口
久
八
、
山
田
稔

  

是

　
　川  

阿
部
修
一
、
石
倉
建
作
、
上
野
博
隆
、
上
野
文
雄
、
奥
沢
一
英
、
籠
田
悦
子
、
坂
野
幸
志
、

嶋
守
和
之
、
下
舘
司
穂
、
外
和
春
美
、
田
中
重
光
、
中
山
清
、
馬
場
豊
、
平
野
藤
雄
、

三
浦
秀
伸
、
水
越
裕
一
、
山
下
礼
子

  
階

　
　上  

糸
坪
岩
雄
、
鹿
原
仁
、
上
平
一
枝
、
久
保
雅
庸
、
久
保
沢
寿
広
、
郷
州
公
典
、
小
沢
信
一
、

小
鷹
清
一
、
清
水
頭
保
孝
、
下
沢
育
男
、
堰
合
勝
美
、
土
橋
勝
義
、
土
橋
秀
子
、
中
城
清
、

長
根
義
則
、
引
敷
林
孝
弘
、
松
川
純
悦
、
松
倉
一
男
、
松
倉
チ
ヱ
、
向
井
文
男
、
横
道
文
男

  

五

　
　戸  

石
ケ
森
幹
雄
、
石
田
孝
一
、
石
田
健
城
、
石
田
弘
文
、
梅
田
忠
志
、
勝
山
薫
、
角
濱
光
哉
、

金
澤
幹
雄
、
川
村
國
芳
、
川
村
健
一
、
川
村
淳
一
、
川
村
哲
夫
、
北
上
政
隆
、
窪
田
耕
蔵
、

越
懸
澤
義
一
、
越
懸
澤
幸
広
、
小
渡
石
蔵
、
佐
藤
文
昭
、
杉
澤
恭
博
、
鈴
木
享
悦
、

関
口
一
雄
、
平
喜
代
光
、
平
昇
、
高
橋
寛
、
田
中
範
道
、
時
田
宏
、
鳥
谷
部
清
二
、

鳥
谷
部
専
太
郎
、
鳥
谷
部
洋
一
、
中
川
原
隆
雄
、
中
川
原
照
男
、
前
田
茂
道
、
村
上
彰
夫
、

山
田
治
、
山
田
健
一

  

川

　
　内  

大
久
保
一
美
、
大
久
保
由
美
子
、
大
山
榮
之
吉
、
小
保
内
道
宣
、
川
崎
勝
美
、
川
村
栄
光
、

佐
々
木
政
子
、
佐
々
木
剛
人
、
佐
々
木
正
規
、
佐
々
木
万
悦
、
澤
田
幸
一
、
鈴
木
英
幸
、

鈴
木
幸
雄
、
立
花
嘉
利
、
橘
富
明
、
橘
芳
美
、
舘
良
男
、
田
中
浩
、
豊
川
貴
美
子
、

豊
川
文
造
、
中
里
兼
一
、
中
里
元
一
、
中
里
友
栄
、
中
里
光
朋
、
中
山
政
弘
、
原
和
人
、

原
義
勝
、
類
家
利
光
、
若
林
咲
子

  

倉

　
　石  

石
ケ
森
和
子
、
今
川
博
、
岩
井
敬
治
、
大
沢
義
之
、
奥
康
彦
、
久
保
哲
男
、
久
保
正
明
、

久
保
恭
代
、
佐
々
木
政
彦
、
清
水
正
幸
、
志
村
昭
治
、
髙
宮
文
男
、
髙
村
孝
博
、

竹
原
正
悦
、
竹
洞
兼
雄
、
竹
洞
公
滋
、
苫
米
地
正
美
、
中
村
良
範
、
橋
向
党
子
、

畑
山
拓
也
、
藤
村
正
人
、
本
田
勝
彦
、
三
浦
道
広
、
向
山
正
彦
、
山
井
俊
一

  

新

　
　郷  

青
山
春
人
、
荻
沢
功
、
崩
弘
幸
、
佐
々
木
久
美
子
、
佐
々
木
健
司
、
佐
藤
章
一
、

佐
藤
春
男
、
佐
野
純
一
、
下
栃
棚
き
ょ
う
子
、
下
村
勇
一
郎
、
滝
沢
仁
、
田
沢
匡
輝
、

田
守
和
人
、
戸
田
真
、
長
井
進
、
長
根
孝
衛
、
永
野
和
俊
、
長
野
真
、
長
野
満
幸
、

橋
端
哲
美
、
畠
山
賢
寿
、
畠
山
敏
昭
、
福
田
明
美
、
福
山
義
幸
、
藤
田
良
子
、
村
岡
和
俊
、

村
下
萬
、
谷
地
村
久
人

  

三

　
　戸  

飯
豊
惟
雄
、
石
亀
健
、
一
ノ
渡
静
子
、
伊
藤
忠
一
郎
、
井
上
博
子
、
井
畑
昭
治
、

宇
津
沢
隆
、
上
野
敏
昭
、
老
久
保
修
、
大
平
正
義
、
大
村
和
弘
、
大
村
亮
、
貝
守
幸
子
、

釜
澤
成
美
、
神
谷
寛
、
工
藤
秀
男
、
工
藤
洋
一
、
久
保
博
司
、
小
坂
弘
樹
、
小
林
浩
成
、

佐
々
木
俊
一
、
佐
々
木
智
幸
、
佐
藤
勇
、
佐
藤
照
也
、
平
敏
美
、
田
中
謙
作
、
田
畑
博
充
、

寺
牛
一
世
、
戸
川
寛
人
、
豊
川
敏
昭
、
豊
瀬
廣
、
内
條
恒
男
、
中
澤
達
彦
、
中
堤
次
男
、

長
根
文
雄
、
西
野
雄
介
、
沼
田
範
夫
、
畑
中
茂
喜
、
日
影
幸
子
、
日
影
み
お
子
、
東
克
俊
、

武
士
沢
隆
悦
、
船
木
實
、
船
場
和
子
、
船
場
秋
水
、
船
場
髙
志
、
米
田
政
博
、
牧
敏
章
、

松
原
裕
子
、
水
梨
敏
晴
、
水
梨
み
ど
り
、
水
梨
芳
男
、
本
木
実
、
山
下
弘
光
、
山
本
俊
士

  

田

　
　子  

石
井
重
幸
、
市
村
文
子
、
井
畑
順
光
、
内
沢
一
好
、
梅
内
カ
ツ
子
、
梅
内
正
光
、

大
久
保
稔
、
大
向
保
夫
、
大
村
光
義
、
上
沢
洋
貴
、
上
平
一
吉
、
川
端
茂
、
川
端
誠
、

川
村
富
雄
、
倉
間
栄
、
佐
藤
敬
一
、
佐
藤
龍
晃
、
佐
藤
豊
美
、
佐
野
隆
男
、
澤
頭
勉
、

澤
口
浩
三
、
白
板
文
雄
、
大
坊
和
民
、
田
川
和
彦
、
田
中
輝
美
、
田
沼
誠
一
、
内
條
冴
基
、

長
畝
正
幸
、
中
平
大
輔
、
中
山
喜
仁
、
七
日
市
文
子
、
新
井
田
文
雄
、
西
村
孝
二
、

西
村
美
紀
、
橋
本
礼
子
、
畠
山
嘉
昭
、
日
沢
浪
子
、
藤
村
新
一
、
堀
合
輝
彦
、
堀
合
牧
子
、

山
市
進
、
山
美
知
子
、
山
本
博
隆
、
山
本
不
二
夫
、
脇
谷
敦
子

  

南

　
　部  

赤
石
栄
一
、
赤
石
忠
、
赤
石
敏
文
、
木
村
敦
子
、
工
藤
静
夫
、
工
藤
安
浩
、
久
保
田
省
一
、

倉
舘
千
年
、
坂
本
充
、
佐
々
木
豊
彦
、
佐
々
木
秀
行
、
佐
々
木
幸
雄
、
谷
内
明
、

谷
内
恵
子
、
留
目
新
吉
、
留
目
力
、
中
野
進
、
西
舘
寿
也
、
沼
畑
孝
平
、
沼
畑
良
行
、

馬
場
正
樹
、
馬
場
政
博
、
堀
内
功
、
盛
合
一
雄

  

名

　
　川  

石
塚
利
明
、
石
橋
薫
、
磯
川
齊
、
岩
間
正
弘
、
上
村
和
弘
、
梅
内
勝
治
、
梅
花
邦
男
、

岡
本
信
春
、
掛
端
順
、
金
沢
正
一
、
椛
沢
津
香
子
、
椛
沢
宏
、
亀
田
淳
、
亀
田
義
昭
、

川
守
田
喜
一
、
川
守
田
敬
、
北
向
又
一
、
工
藤
慶
之
成
、
工
藤
清
治
、
工
藤
司
、

工
藤
又
彦
、
工
藤
豊
、
久
保
利
樹
、
蹴
揚
福
男
、
佐
々
木
和
宏
、
佐
々
木
康
友
、

佐
藤
春
夫
、
澤
野
健
二
、
四
戸
き
み
、
四
戸
武
彦
、
四
戸
時
夫
、
四
戸
正
男
、
四
戸
正
子
、

諏
訪
貞
人
、
舘
敏
夫
、
舘
松
正
剛
、
田
中
博
、
田
村
俊
光
、
中
舘
忠
良
、
長
根
喜
一
、

中
村
信
雄
、
西
塚
人
司
、
西
村
勇
治
、
根
市
恭
仁
、
橋
本
久
雄
、
松
村
純
一
、
宮
木
明
男
、

宮
木
一
夫
、
山
本
又
一

  

福

　
　地  

石
橋
忠
志
、
川
井
健
一
、
川
井
秀
紀
、
川
井
光
子
、
工
藤
俊
司
、
小
泉
信
雄
、
小
泉
泰
成
、

小
橋
春
枝
、
小
村
薫
、
坂
本
久
紀
、
佐
々
木
耕
二
、
佐
々
木
良
一
、
嶋
守
光
吉
、

島
守
敏
孝
、
高
橋
敏
美
、
高
橋
裕
、
高
橋
洋
子
、
田
中
久
人
、
田
村
紀
美
、
長
根
忠
一
、

夏
坂
元
一
朗
、
夏
堀
征
子
、
夏
堀
庸
宣
、
夏
堀
徹
、
夏
堀
善
信
、
庭
田
藤
樹
、
庭
田
利
信
、

庭
田
稔
、
庭
田
豊
、
深
貝
強
美
、
三
浦
茂
樹
、
山
田
秀
美

総
代
決
定　

組
合
員
の
代
表
５
１
１
名

45

　「
総
代
」の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
総
代
５
１
１
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
な
る
総
代
会
で
、
組
合
員
の
代
表
と
し
て

議
決
権
を
有
し
ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
８
月
10
日
か
ら
令
和
９
年
８
月

９
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
女
性
の
J
A
運
営
参
画
に
関
す
る
基
本
方
針
で
は
、
女
性
総
代
の
目
標

を
15
％
以
上
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
女
性
総
代
は
53
名（
10
・
37
％
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
５
１
１
名
の
総
代
の
選
出
地
区
お
よ
び
氏
名
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）



特集

  

上

　
　長  

赤
澤
榮
治
、
岩
澤
博
、
上
村
一
志
、
上
村
隆
雄
、
上
野
修
一
、
大
嶌
直
美
、
大
島
義
晴
、

小
笠
原
新
一
、
小
笠
原
田
鶴
子
、
小
笠
原
寿
光
、
小
笠
原
良
一
、
小
田
隆
敏
、
北
山
信
治
、

北
山
秀
徳
、
清
川
信
義
、
小
向
重
太
郎
、
坂
頂
久
夫
、
佐
々
木
勝
弘
、
佐
藤
巻
子
、

佐
藤
幸
雄
、
澤
向
敏
一
、
清
水
岩
雄
、
杉
本
誠
一
、
田
端
康
光
、
寺
沢
和
則
、
寺
沢
寿
一
、

寺
澤
富
美
雄
、
松
倉
大
、
松
倉
秀
樹
、
松
田
鉄
満
、
松
田
東
一
、
松
橋
昭
蔵
、
三
浦
勝
浩
、

三
浦
幸
治
、
三
浦
直
也
、
三
浦
政
志
、
三
浦
豊
、
水
梨
寿
、
本
宿
貞
子
、
柳
町
秀
光
、

山
下
悟
、
山
内
文
子
、
山
本
嘉
明

  

豊

　
　崎  

赤
坂
英
夫
、
奥
田
マ
サ
子
、
小
泉
一
夫
、
嶋
森
一
志
、
下
田
繁
弘
、
下
田
賀
庸
、
髙
橋
克
、

田
中
勇
治
、
種
市
俊
一
、
種
市
則
美
、
十
日
市
光
良
、
巴
俊
悦
、
巴
良
夫
、
中
村
明
人
、

中
村
力
、
夏
堀
康
衛
、
三
浦
修
、
三
浦
勝
雄
、
安
ケ
平
健
児
、
山
内
奨
、
若
松
悟

  

下

　
　長  

後
村
富
夫
、
石
藤
正
、
上
村
清
孝
、
大
沢
俊
幸
、
大
沢
保
、
大
橋
俊
彦
、
小
笠
原
國
雄
、

小
笠
原
光
雄
、
角
直
人
、
金
谷
千
栄
子
、
河
原
木
一
実
、
河
原
木
勝
義
、
木
村
亨
、

木
村
富
次
郎
、
在
家
円
次
、
下
村
和
廣
、
髙
橋
敬
仁
、
田
名
部
敬
悦
、
田
名
部
浩
、

田
名
部
康
弘
、
中
村
成
紀
、
中
村
正
記
、
西
野
茂
雄
、
西
村
隆
、
根
城
正
人
、
早
狩
博
規
、

吉
田
敏
之

  

市

　
　川  

音
喜
多
市
助
、
風
穴
求
、
川
口
ト
ミ
エ
、
木
村
智
、
木
村
繁
雄
、
木
村
弘
志
、
木
村
弁
一
、

木
村
萬
幸
、
木
村
芳
孝
、
鈴
木
岩
雄
、
鈴
木
祐
則
、
鈴
木
享
、
鈴
木
精
一
、
鈴
木
誠
逸
、

鈴
木
忠
美
、
田
嶋
清
、
戸
舘
保
人
、
谷
地
秀
典
、
谷
地
充
裕
、
吉
田
和
子
、
吉
田
繁
男
、

吉
田
松
広

  

南

　
　郷  

犾
守
信
幸
、
市
沢
晃
祐
、
内
沢
豊
、
犾
舘
博
史
、
大
沢
直
美
、
春
日
恵
美
子
、
春
日
和
慶
、

春
日
裕
之
、
小
林
由
男
、
坂
本
俊
之
、
山
内
忠
夫
、
住
沢
久
一
、
髙
畑
幸
一
郎
、
舘
長
作
、

旦
平
吉
明
、
中
里
義
信
、
中
村
修
介
、
中
村
隆
男
、
中
森
繁
、
中
山
良
一
、
成
田
博
義
、

西
明
、
野
月
与
四
郎
、
羽
柴
廣
美
、
畑
内
寿
彦
、
畑
中
和
治
、
林
善
嗣
、
平
脇
勝
春
、

松
長
鐵
雄
、
見
附
孝
幸
、
宮
澤
文
男
、
元
木
寿
勝
、
森
一
夫
、
森
輝
昭
、
森
山
福
美
、

門
前
廣
美
、
山
口
久
八
、
山
田
稔

  

是

　
　川  

阿
部
修
一
、
石
倉
建
作
、
上
野
博
隆
、
上
野
文
雄
、
奥
沢
一
英
、
籠
田
悦
子
、
坂
野
幸
志
、

嶋
守
和
之
、
下
舘
司
穂
、
外
和
春
美
、
田
中
重
光
、
中
山
清
、
馬
場
豊
、
平
野
藤
雄
、

三
浦
秀
伸
、
水
越
裕
一
、
山
下
礼
子

  

階

　
　上  

糸
坪
岩
雄
、
鹿
原
仁
、
上
平
一
枝
、
久
保
雅
庸
、
久
保
沢
寿
広
、
郷
州
公
典
、
小
沢
信
一
、

小
鷹
清
一
、
清
水
頭
保
孝
、
下
沢
育
男
、
堰
合
勝
美
、
土
橋
勝
義
、
土
橋
秀
子
、
中
城
清
、

長
根
義
則
、
引
敷
林
孝
弘
、
松
川
純
悦
、
松
倉
一
男
、
松
倉
チ
ヱ
、
向
井
文
男
、
横
道
文
男

  

五

　
　戸  

石
ケ
森
幹
雄
、
石
田
孝
一
、
石
田
健
城
、
石
田
弘
文
、
梅
田
忠
志
、
勝
山
薫
、
角
濱
光
哉
、

金
澤
幹
雄
、
川
村
國
芳
、
川
村
健
一
、
川
村
淳
一
、
川
村
哲
夫
、
北
上
政
隆
、
窪
田
耕
蔵
、

越
懸
澤
義
一
、
越
懸
澤
幸
広
、
小
渡
石
蔵
、
佐
藤
文
昭
、
杉
澤
恭
博
、
鈴
木
享
悦
、

関
口
一
雄
、
平
喜
代
光
、
平
昇
、
高
橋
寛
、
田
中
範
道
、
時
田
宏
、
鳥
谷
部
清
二
、

鳥
谷
部
専
太
郎
、
鳥
谷
部
洋
一
、
中
川
原
隆
雄
、
中
川
原
照
男
、
前
田
茂
道
、
村
上
彰
夫
、

山
田
治
、
山
田
健
一

  

川

　
　内  

大
久
保
一
美
、
大
久
保
由
美
子
、
大
山
榮
之
吉
、
小
保
内
道
宣
、
川
崎
勝
美
、
川
村
栄
光
、

佐
々
木
政
子
、
佐
々
木
剛
人
、
佐
々
木
正
規
、
佐
々
木
万
悦
、
澤
田
幸
一
、
鈴
木
英
幸
、

鈴
木
幸
雄
、
立
花
嘉
利
、
橘
富
明
、
橘
芳
美
、
舘
良
男
、
田
中
浩
、
豊
川
貴
美
子
、

豊
川
文
造
、
中
里
兼
一
、
中
里
元
一
、
中
里
友
栄
、
中
里
光
朋
、
中
山
政
弘
、
原
和
人
、

原
義
勝
、
類
家
利
光
、
若
林
咲
子

  

倉

　
　石  

石
ケ
森
和
子
、
今
川
博
、
岩
井
敬
治
、
大
沢
義
之
、
奥
康
彦
、
久
保
哲
男
、
久
保
正
明
、

久
保
恭
代
、
佐
々
木
政
彦
、
清
水
正
幸
、
志
村
昭
治
、
髙
宮
文
男
、
髙
村
孝
博
、

竹
原
正
悦
、
竹
洞
兼
雄
、
竹
洞
公
滋
、
苫
米
地
正
美
、
中
村
良
範
、
橋
向
党
子
、

畑
山
拓
也
、
藤
村
正
人
、
本
田
勝
彦
、
三
浦
道
広
、
向
山
正
彦
、
山
井
俊
一

  

新

　
　郷  

青
山
春
人
、
荻
沢
功
、
崩
弘
幸
、
佐
々
木
久
美
子
、
佐
々
木
健
司
、
佐
藤
章
一
、

佐
藤
春
男
、
佐
野
純
一
、
下
栃
棚
き
ょ
う
子
、
下
村
勇
一
郎
、
滝
沢
仁
、
田
沢
匡
輝
、

田
守
和
人
、
戸
田
真
、
長
井
進
、
長
根
孝
衛
、
永
野
和
俊
、
長
野
真
、
長
野
満
幸
、

橋
端
哲
美
、
畠
山
賢
寿
、
畠
山
敏
昭
、
福
田
明
美
、
福
山
義
幸
、
藤
田
良
子
、
村
岡
和
俊
、

村
下
萬
、
谷
地
村
久
人

  

三

　
　戸  

飯
豊
惟
雄
、
石
亀
健
、
一
ノ
渡
静
子
、
伊
藤
忠
一
郎
、
井
上
博
子
、
井
畑
昭
治
、

宇
津
沢
隆
、
上
野
敏
昭
、
老
久
保
修
、
大
平
正
義
、
大
村
和
弘
、
大
村
亮
、
貝
守
幸
子
、

釜
澤
成
美
、
神
谷
寛
、
工
藤
秀
男
、
工
藤
洋
一
、
久
保
博
司
、
小
坂
弘
樹
、
小
林
浩
成
、

佐
々
木
俊
一
、
佐
々
木
智
幸
、
佐
藤
勇
、
佐
藤
照
也
、
平
敏
美
、
田
中
謙
作
、
田
畑
博
充
、

寺
牛
一
世
、
戸
川
寛
人
、
豊
川
敏
昭
、
豊
瀬
廣
、
内
條
恒
男
、
中
澤
達
彦
、
中
堤
次
男
、

長
根
文
雄
、
西
野
雄
介
、
沼
田
範
夫
、
畑
中
茂
喜
、
日
影
幸
子
、
日
影
み
お
子
、
東
克
俊
、

武
士
沢
隆
悦
、
船
木
實
、
船
場
和
子
、
船
場
秋
水
、
船
場
髙
志
、
米
田
政
博
、
牧
敏
章
、

松
原
裕
子
、
水
梨
敏
晴
、
水
梨
み
ど
り
、
水
梨
芳
男
、
本
木
実
、
山
下
弘
光
、
山
本
俊
士

  

田

　
　子  

石
井
重
幸
、
市
村
文
子
、
井
畑
順
光
、
内
沢
一
好
、
梅
内
カ
ツ
子
、
梅
内
正
光
、

大
久
保
稔
、
大
向
保
夫
、
大
村
光
義
、
上
沢
洋
貴
、
上
平
一
吉
、
川
端
茂
、
川
端
誠
、

川
村
富
雄
、
倉
間
栄
、
佐
藤
敬
一
、
佐
藤
龍
晃
、
佐
藤
豊
美
、
佐
野
隆
男
、
澤
頭
勉
、

澤
口
浩
三
、
白
板
文
雄
、
大
坊
和
民
、
田
川
和
彦
、
田
中
輝
美
、
田
沼
誠
一
、
内
條
冴
基
、

長
畝
正
幸
、
中
平
大
輔
、
中
山
喜
仁
、
七
日
市
文
子
、
新
井
田
文
雄
、
西
村
孝
二
、

西
村
美
紀
、
橋
本
礼
子
、
畠
山
嘉
昭
、
日
沢
浪
子
、
藤
村
新
一
、
堀
合
輝
彦
、
堀
合
牧
子
、

山
市
進
、
山
美
知
子
、
山
本
博
隆
、
山
本
不
二
夫
、
脇
谷
敦
子

  

南

　
　部  

赤
石
栄
一
、
赤
石
忠
、
赤
石
敏
文
、
木
村
敦
子
、
工
藤
静
夫
、
工
藤
安
浩
、
久
保
田
省
一
、

倉
舘
千
年
、
坂
本
充
、
佐
々
木
豊
彦
、
佐
々
木
秀
行
、
佐
々
木
幸
雄
、
谷
内
明
、

谷
内
恵
子
、
留
目
新
吉
、
留
目
力
、
中
野
進
、
西
舘
寿
也
、
沼
畑
孝
平
、
沼
畑
良
行
、

馬
場
正
樹
、
馬
場
政
博
、
堀
内
功
、
盛
合
一
雄

  

名

　
　川  

石
塚
利
明
、
石
橋
薫
、
磯
川
齊
、
岩
間
正
弘
、
上
村
和
弘
、
梅
内
勝
治
、
梅
花
邦
男
、

岡
本
信
春
、
掛
端
順
、
金
沢
正
一
、
椛
沢
津
香
子
、
椛
沢
宏
、
亀
田
淳
、
亀
田
義
昭
、

川
守
田
喜
一
、
川
守
田
敬
、
北
向
又
一
、
工
藤
慶
之
成
、
工
藤
清
治
、
工
藤
司
、

工
藤
又
彦
、
工
藤
豊
、
久
保
利
樹
、
蹴
揚
福
男
、
佐
々
木
和
宏
、
佐
々
木
康
友
、

佐
藤
春
夫
、
澤
野
健
二
、
四
戸
き
み
、
四
戸
武
彦
、
四
戸
時
夫
、
四
戸
正
男
、
四
戸
正
子
、

諏
訪
貞
人
、
舘
敏
夫
、
舘
松
正
剛
、
田
中
博
、
田
村
俊
光
、
中
舘
忠
良
、
長
根
喜
一
、

中
村
信
雄
、
西
塚
人
司
、
西
村
勇
治
、
根
市
恭
仁
、
橋
本
久
雄
、
松
村
純
一
、
宮
木
明
男
、

宮
木
一
夫
、
山
本
又
一

  
福

　
　地  

石
橋
忠
志
、
川
井
健
一
、
川
井
秀
紀
、
川
井
光
子
、
工
藤
俊
司
、
小
泉
信
雄
、
小
泉
泰
成
、

小
橋
春
枝
、
小
村
薫
、
坂
本
久
紀
、
佐
々
木
耕
二
、
佐
々
木
良
一
、
嶋
守
光
吉
、

島
守
敏
孝
、
高
橋
敏
美
、
高
橋
裕
、
高
橋
洋
子
、
田
中
久
人
、
田
村
紀
美
、
長
根
忠
一
、

夏
坂
元
一
朗
、
夏
堀
征
子
、
夏
堀
庸
宣
、
夏
堀
徹
、
夏
堀
善
信
、
庭
田
藤
樹
、
庭
田
利
信
、

庭
田
稔
、
庭
田
豊
、
深
貝
強
美
、
三
浦
茂
樹
、
山
田
秀
美

総
代
決
定　

組
合
員
の
代
表
５
１
１
名

45

　「
総
代
」の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
総
代
５
１
１
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
な
る
総
代
会
で
、
組
合
員
の
代
表
と
し
て

議
決
権
を
有
し
ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
８
月
10
日
か
ら
令
和
９
年
８
月

９
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
女
性
の
J
A
運
営
参
画
に
関
す
る
基
本
方
針
で
は
、
女
性
総
代
の
目
標

を
15
％
以
上
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
女
性
総
代
は
53
名（
10
・
37
％
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
５
１
１
名
の
総
代
の
選
出
地
区
お
よ
び
氏
名
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
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今
回
、
座
談
会
で
以
下
の
５
案
件
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

①
令
和
５
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

③
自
己
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

④
総
代
選
挙
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

　
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
と
そ
れ
ら
に

対
す
る
回
答
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

出
資
配
当
が
な
い
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
　貸

倒
引
当
金
の
増
加
に
よ
り
、

充
分
な
剰
余
金
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

為
で
す
。

組
合
員
脱
退
を
防
止
す
る
た
め

に
、
何
か
対
策
は
し
て
い
ま
す
か
。

脱
退
な
ど
の
相
談
の
際
は
、
必

ず
継
続
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

若
年
層
に
対
し
て
は
、
女
性
部
や
青
壮

年
部
等
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ

て
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
減
少
に
追
い
つ
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

農
業
融
資
の
取
り
扱
い
は
ど
れ

く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

青
森
県
で
実
施
し
て
い
る
物
価

高
騰
対
策
事
業
の
補
助
金
や
各
市
町
村

独
自
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
特
に
農

業
近
代
化
資
金
の
新
規
取
り
扱
い
額
は

約
２
千
万
円
で
、
前
年
よ
り
３
倍
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

１
県
１
Ｊ
Ａ
の
構
想
に
つ
い
て
、

当
Ｊ
Ａ
の
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
具
体
的
な

構
想
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度
産
米
の
１
等
比
率

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

１
等
米
の
比
率
は
、
72
％
で
す
。

カ
メ
ム
シ
被
害
が
等
級
を
下
げ
た
大
き

な
原
因
で
す
。

取
り
組
み
ご
と
に
重
点
施
策
の

諸
活
動
を
掲
げ
て
達
成
度
を
報
告
し
て

い
る
が
、
目
標
達
成
し
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。達

成
度
に
つ
い
て
の
評
価
は
目

標
値
に
対
す
る
評
価
と
し
て
数
値
で
判

断
し
て
い
る
為
、
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た

活
動
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
未
達
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
最
終

年
度
の
令
和
６
年
度
で
達
成
す
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

女
性
の
総
代
の
目
標
数
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
目
標
達
成
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
か
。

会
議
な
ど
の
中
で
も
、
声
が
け

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
の
理
事

も
同
様
に
声
が
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
ま
だ
女
性
総
代

は
少
な
い
状
況
で
す
。

コ
メ
の
在
庫
が
な
い
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
実
際
は
ど
う
で
す
か
。

そ
う
な
る
と
コ
メ
の
価
格
が
高
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

当
Ｊ
Ａ
で
の
在
庫
は
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
価
格
に
つ
い
て
高
く
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

次
世
代
に
農
家
を
や
っ
て
も
ら

う
為
に
、
経
営
指
導
を
強
化
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
記
帳
代
行

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
く
ら
い
利
用
が

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
対
応
職
員
を
増

や
し
て
欲
し
い
で
す
。
　

現
在
は
約
3
0
0
人
の
利
用
が

ご
ざ
い
ま
す
。
対
応
職
員
増
員
に
つ
い

て
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

役
員
選
任
規
程
に
つ
い
て
、
三

戸
地
域
は
田
子
を
含
め
て
９
名
で
す
が
、

何
人
で
も
よ
い
の
で
す
か
。

内
訳
は
現
行
と
同
じ
く
、
ま
べ

ち
６
名
、
福
地
１
名
、
田
子
２
名
と
な

り
ま
す
。Ａ

Ｔ
Ｍ
は
新
札
に
対
応
し
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
振
込
の

際
、
不
便
な
の
で
硬
貨
の
取
り
扱
い
も

し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
新
札
対
応
の
工
事
は

完
了
し
て
お
り
、
現
在
使
用
さ
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て
い

る
紙
幣
、
新
紙
幣
と
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。
硬
貨
の
取
り
扱
い
は
対
応
し
て
お

ら
ず
、
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の
際
は
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Ａ
の
口
座
か
ら

振
替
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

南
郷
支
店
が
閉
店
と
な
り
、
共

済
の
手
続
き
が
下
長
支
店
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
何
と
か
し
て
ほ

し
い
で
す
。

下
長
支
店
窓
口
で
の
お
手
続
き

の
他
、
Ｌ
Ａ
が
ご
自
宅
に
訪
問
し
て
手

続
き
を
す
る
、
出
向
く
体
制
も
と
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
下
長
支
店
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
が
示
し
て
い
る
輸
送
事
業
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。
我
々
生
産

者
と
す
れ
ば
そ
れ
に
合
わ
せ
て
物
の
出

し
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
農
協
の
考

え
方
は
ど
う
で
す
か
。

２
０
２
４
年
問
題
に
関
し
ま
し

て
は
、
青
森
県
は
本
州
最
端
で
運
送
は

厳
し
い
場
所
で
す
が
、
運
送
の
時
間
制

限
で
13
時
間
ル
ー
ル
が
で
き
、
積
ん
で

卸
す
ま
で
13
時
間
を
超
え
る
と
違
反
と

な
り
ま
し
た
。
東
京
ま
で
は
何
と
か
な

り
ま
す
。
九
州
は
業
者
と
契
約
し
、

フ
ェ
リ
ー
運
送
と
な
り
そ
う
で
す
。
大

阪
・
名
古
屋
は
パ
レ
ッ
ト
輸
送
で
ク
リ

ア
で
き
そ
う
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
２
０

２
４
年
問
題
に
つ
い
て
は
ク
リ
ア
で
き

て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
６
月
13
日
と
14
日
に
か
け
、
全
14
会
場
で

地
区
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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た
く
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ん
の
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・
ご
要
望
等
に
組

合
長
は
じ
め
役
職
員
が
回
答
し
、
理
解
を

求
め
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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▲  小原専務（左）から受け取る在家校長先生（右）

　ＪＡは、管内にある34校の児童1,107人を対象
に、家の光協会が発行する子ども向け雑誌「ちゃ
ぐりん」８月号を寄贈しました。
　７月17日、小原良洋専務が八戸市立三条小学校
を訪れ、４年生に向け、ちゃぐりん70冊を手渡
しました。在家正行校長先生は「学校の学びは、
生活の限られた部分しか見せることができませ
ん。『ちゃぐりん』は、子どもたちが学校で学んだ
ことを広げたり深めたりして、より豊かな知識や
新しい考え方を知る機会になっているのではない
でしょうか」と述べました。
　ＪＡでは「ちゃぐりん」を毎月１冊、管内の
小学校へ寄贈しています。

▲  高校生に説明を行う職員（右）

　令和７年３月新規高等学校卒業予定者に向けた求人事
業所説明会が７月９日、八戸プラザホテルプラザアー
バンホールで開かれました。272名の高校生が参加し、
ＪＡ八戸を含む46社の企業が自社の説明を行いました。
　ＪＡ八戸では経営理念やプロフィール、事業内容な
どを説明。営農経済や金融、共済といった、あらゆる
形態での幅広い業務や、農産物即売会などの地域貢献活
動、充実している福利厚生などについて伝えました。
　合計４回の説明を通してＪＡ八戸のスペースには男女
合わせて18人の高校生が訪れ、誰でも利用できて、農業
者をサポートしているＪＡの事業に対して、熱心に
メモをとっていました。

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に
向
け
説
明
会
開
催

管
内
小
学
校
へ
ち
ゃ
ぐ
り
ん
寄
贈

倉石支店　優績店舗表彰受賞
　令和６年６月の優績店舗は倉石支店の「個人貯

金、年金新規口座」が１位のほか「年金予約、ＪＡ

カード」についても上位を独占し総合で70ポイント

獲得により月間ＭＶＰに輝きました。総合２位の

五戸支店（69ポイント）とは僅差であったものの年金

新規が月間目標に対し120.9％の実績を伸ばしたこと

が大きな要因でした。

　相内一晃支店長は「当管内の組合員の皆様には、

いつも倉石支店をご利用いただきありがとうございます。年金の振込日や月末は、支払いの

関係で窓口が大変込み合い皆様にはご迷惑をお掛け

しております。当ＪＡでは、窓口よりも振込手数料

も安く時間に関係なく、いつでも振込みや送金が

できる「ＪＡネットバンキング」を取り扱っていま

す。興味のある方は、ぜひ窓口にご確認いただけ

れば幸いです。これからも職員共々当支店をよろ
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▲  小原専務（左）から受け取る在家校長先生（右）

　ＪＡは、管内にある34校の児童1,107人を対象
に、家の光協会が発行する子ども向け雑誌「ちゃ
ぐりん」８月号を寄贈しました。
　７月17日、小原良洋専務が八戸市立三条小学校
を訪れ、４年生に向け、ちゃぐりん70冊を手渡
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　令和７年３月新規高等学校卒業予定者に向けた求人事
業所説明会が７月９日、八戸プラザホテルプラザアー
バンホールで開かれました。272名の高校生が参加し、
ＪＡ八戸を含む46社の企業が自社の説明を行いました。
　ＪＡ八戸では経営理念やプロフィール、事業内容な
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　合計４回の説明を通してＪＡ八戸のスペースには男女
合わせて18人の高校生が訪れ、誰でも利用できて、農業
者をサポートしているＪＡの事業に対して、熱心に
メモをとっていました。
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『さび病・べと病の対策』
・例年お盆過ぎにさび病・べと病が発生します。肥料切れ、多肥にしないように肥培管理に注意しましょ
う。さび病が発生した場合、『カナメフロアブル/4,000倍』が効果的です。

・また、アミスター20Fを使用する際は展着剤のミックスパワーを使用し防除効果を高めましょう。
注意①ミックスパワー2,000倍では薬害の可能性がありますので必ず3,000倍で使用してください。
②以前はアミスターに展着剤を可溶しないよう指導した時期がありましたが、今はミックスパワー
3,000倍だと防除効果も高まり薬害の心配がないため使用を進めています。

③さび病防除は薬剤の散布量が重要です。規定の使用量の範囲内で多めに散布しましょう。
・ユニフォーム粒剤に頼りすぎないようにし、必ず定期的に薬剤散布を行いましょう。
『害虫の対策』
・去年は暑すぎて害虫は少ない年でした。今年も猛暑の予想ですが害虫が少ないとは限りません。お盆
過ぎ気温が落ち着いた時が害虫大発生のサインです。

・病気の対策と合わせて必ず予防防除による薬剤散布を行いましょう。

３ ね　　ぎ　…… 今後の管理のポイント ……

・近年、紅色根腐病・黒腐菌核病による被害が散見されております。特に未熟有機物の施用や連作による
ものと思われますので、ほ場の選定、ほ場の準備には十分気を付けて行いましょう。

・種子に腐敗や変色等の症状があった場合は各営農センター担当までご相談ください。

２ にんにく

　気温が高いと害虫の動きが活発化します。また、連作や窒素過多、多湿などで
黒斑細菌病が発生しやすくなります。予防防除を徹底しましょう。

４ ご ぼ う

【９月以降の摘葉】・夜間ハウスを閉め切る時期までに、下葉を最低60㎝摘葉しましょう。
・地温上昇によるハウス内の対流を促し、湿度を下げましょう。
・灰色かび病（ゴーストスポット含む）の発生低減に効果があります。

【摘 心 の 方 法】・収穫打ち切り予定日の45～55日を目安に、１回以上トマトトーン処理した花房が、
約70％に達したら上の２葉を残し、一斉に摘心しましょう。

６ ミニトマト　…… 後半の摘葉と摘心方法について ……

・老化葉や病葉、遮光を妨げている葉など、風通しを良くするため積極的に摘葉しましょう。
・追肥は５～10日間隔を基本とし、収穫量に合わせて追肥間隔を調整しましょう。
・風通しと薬剤散布の効果を上げるため、下段の枝は早めに整理しましょう。
・虫の発生が多く、病気の発生しやすい気象条件となっていますので、定期的に薬剤散布をし、予防防除
を行いましょう。

８ きゅうり　…… 今後の管理のポイント ……

○斑点病・斑点細菌病の発生に注意し早めの薬剤防除を徹底しましょう。
○オオタバコガの発生が確認されていますので早めに防除効果の高い薬剤で防除しましょう。
○収穫作業はできるだけ朝夕の涼しい時間帯に行い、「軟化果」「しおれ果」の発生を防ぎましょう。

７ ピーマン　…… 予防防除に努めよう！ ……

○温度管理と裂果対策
・９～10月の裂果は８～９月の水分不足で多発するため定期的にかん水を行いましょう。
・日中と夜間の温度差が拡大すると同心円状裂果が多くなりますので日中の外気温が18℃以上の場合は
換気を徹底しましょう。

○９月以降の薬剤や葉面散布剤の使用は果実の汚れに注意しましょう。
・果実か直射日光を長く浴びると、果皮に微細な亀裂や点線のコルク症状が発生し、そこに薬液や葉面
散布剤が染みこんで汚れが発生します。

・９月以降ハウスを閉めきると、加湿になって特に汚れやすくなりますので注意しましょう。

５ ト マ ト

・高温に遭遇すると芯枯れ、葉焼け症状を起こすため、積極的にかん水を行いましょう。また、葉先枯れ
等が見られた場合は葉面散布剤を活用しましょう。

・アブラムシ、アザミウマ類の発生が非常に多くなっておりますので、防除を徹底し良品質生産に努めましょう。

９ さやいんげん

・蔓の伸長は平年並みと思われます。気温が高いためヤマノイモコガ、アブラムシ類の発生が多くなって
います。今後、高温・乾燥が続いた場合はハダニ類が多発生し葉の黄化と落葉の原因となり、収量の
減少につながりますのでほ場を観察し早期防除に努めましょう。

・追肥体系栽培の場合は遅れないように追肥を行いましょう。
・集中豪雨による滞水で品質低下が予想されますので、排水路を設置しておきましょう。
・丸いもの生産は種作りから始めなければなりません。興味のある方は早めに各営農センターまでご相談
ください。

10 丸 い も

①薬剤散布間隔に注意し、輪紋病やシンクイムシ類を徹底防除しましょう。
ゼネラル・レクラーク基準
８月下旬　菌）オキシラン水和剤　　　500倍　　　　　　虫）スタークル顆粒水溶剤　2,000倍　450ℓ
９月中旬　菌）トップジンＭ水和剤　1,000倍　450ℓ

②収穫時期が早まると予想されるため、薬剤選択には注意するとともに、収穫が遅れないように注意しましょう。

２ ゼネラル・レクラーク

①川中島白桃の収穫最盛期！！適期収穫に努めましょう！
・品質重視するには果実温度が低い朝方（10時頃まで）の収穫がベストです。
②収穫が終わったら速やかに追肥（礼肥）と、穿孔細菌病対策の防除を忘れずに行いましょう。礼肥は標準
施肥量の20％が目安です。

３ 桃

　９月は重陽の節句（９月９日）、秋彼岸（９月20日～26日）とイベントが続きます。まだまだ暑い時期です
が、品質の高い物を目指しましょう。今年は虫の発生が多く、被害が多く報告されています。よく観察し
適切な薬剤散布を徹底しましょう。９月初めは10月下旬咲（季咲）の菊類の花芽分化の時期です。この時期
が高温、高日照だと開花が遅れる可能性がありますので、適切な管理をしましょう。

花　　き

　最終追肥は８月20日までに済ませましょう。遅い追肥は枯れ上がりの遅れや未熟芋の原因になります。
また、例年より早い時期から葉渋病・炭疽病やコガ類・アブラムシ類が多発しています。この時期に防除
を怠ると周辺のほ場や、次作にも悪影響が出るのでしっかりと防除し蔓延防止に努めましょう。

１ ながいも

野　　菜

果　　樹

～着色手入れ～
　早生品種の着色手入れの時期となってきました。早くからの強い葉摘みは、鮮明な色がつかないばかり
か食味の低下につながるので、葉摘みはやや着色が進んだ頃から始めましょう。葉摘みは収穫までに２回
程度に分けて行うと良いでしょう。始めは果実に密着している果そう葉を
主体に摘み取り、その後、玉回しを兼ねて、光が十分に当たるよう果実周辺
の葉を摘み取りましょう。
～ナシマルカイガラムシの果実被害～
　近年、ナシマルカイガラムシの果実被害が増えてきています。写真のよう
な果実を見た時には、次年度、越冬幼虫の防除を対象として「発芽前」にマシン
油（ハーベストオイル）の50倍散布を検討しましょう。

１ り ん ご

↑ナシマルカイガラムシ被害果
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『さび病・べと病の対策』
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②以前はアミスターに展着剤を可溶しないよう指導した時期がありましたが、今はミックスパワー
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和６年７月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

296人

333億円
3,296億円
31.0億円
（令和５年度）

85.0億円
（令和５年度）

正 ９，７６７人
准  ４，６４３人
計 １４，４１０人

27人

927億円
35.2億円

定例理事会（７／29開催）

案　　件
議案第１号　アパート等事業資金の貸付承認

について
議案第２号　臨時職員就業規則および臨時雇用

者就業規則の一部変更について
議案第３号　理事に対する利益相反取引について
議案第４号　総代選挙にかかる管理者及び

立会人の変更について（追認）
議案第５号　令和３年産米共同計算の本精算

について

報告事項
第　１　号　組合員の加入および脱退等について
第　２　号　貸付条件変更について
第　３　号　令和５年度ディスクロージャー

誌について
第　４　号　ＪＡバンク基本方針に基づく「ＪＡ

財務モニタリング報告」について
第　５　号　全国保証㈱保証付き住宅ローン

融資要項の一部変更について
第　６　号　ＪＡ八戸優遇プログラム規定の

一部変更について
第　７　号　コンプライアンス・プログラム

および不祥事未然防止のための
行動計画の取り組み状況について

第　８　号　不祥事未然防止にかかる自主
検査の結果について

第　９　号　ヘルプラインの運営状況について
第　10　号　反社会的勢力等との取引排除

および疑わしい取引にかかる
対応状況について

第　11　号　事務ミス等の発生状況について
第　12　号　苦情受付について
第　13　号　情報セキュリティにかかる運用

状況について
第　14　号　余裕金運用状況について
第　15　号　貸出金残高上位先の概況および

貸出残高の内訳について
第　16　号　理事に対する利益相反取引の

状況について
第　17　号　総代及び組合員地区座談会の

開催報告について
第　18　号　総代選挙にかかる当選人について
第　19　号　令和６年度ＪＡ八戸農産物即売

会要領について
第　20　号　第１四半期事業実績及び年度末

見通しについて
第　21　号　自己改革取組状況について
第　22　号　㈱ぱるじゃサービス第１四半期

事業実績及び年度末見通しに
ついて

第　23　号　各部の業務報告について
第　24　号　常勤役員・参事の主要行事出席

と行事予定について

JAカレンダー９

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・大好きな布と組み合わせて作る
　米袋バッグ
・第15回 日常と非常を分けない！
　ローリングストックで
　おトクに備蓄 

〈特集〉みんな大好き！みその力

　みそ汁＋ご飯の２品献立で
　体がととのう
　ジッパー袋で作る手作りみそ
　みそからつながる・広がる
　仲間の輪
　すごいぞ！みそクイズ
　みそと郷土料理のおいしい関係

身近な場所に潜む
危険生物から
身を守ろう！

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」９月号のご紹介

September

1213

1
日
2
月
3
火 ●廃プラ回収日（田子グリーンセンター）

4
水 ●廃プラ回収日（田子グリーンセンター）

5
木
●ご葬儀事前相談窓口（五戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

6
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

7
土
8
日
9
月
10
火
11
水
●ご葬儀事前相談窓口（営農経済本部）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

12
木

●ＪＡ－ＳＳの日キャンペーン
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

13
金
14
土
15
日

16
月 ●敬老の日

17
火
18
水
●ご葬儀事前相談窓口（新郷グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

19
木
20
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

●女性部軽トラ市（上長本店職員駐車場）
●ローン相談会

21
土

23
月 ●振替休日

24
火
25
水
●ご葬儀事前相談窓口（五戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

26
木

●定例理事会（営農経済本部）
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

27
金
28
土
29
日
30
月

22
日 ●秋分の日●ＪＡスマホ教室（八戸地区）

軽トラックの荷台をお店の代わりに地元の新鮮な野菜・果物・
お菓子・生花・加工品などＪＡ八戸管内の
魅力を集めたにぎやかな
市場です

ＪＡ八戸  総務課  ＴＥＬ．０１７８－７０－７７１１  ＦＡＸ．０１７８－７０－７７１６
軽トラ市に関するお問い合わせ

 

会場：ＪＡ八戸職員駐車場（八戸駅西口）

午前７時～午前８時30分
９月21日（土）

午前７時～午前８時30分
10月26日（土）

午前７時～午前８時30分
11月16日（土） ※エコバッグをご持参ください。

※天候などの状況によっては時間
の変更（短縮）等及び中止とな
る場合がございます。

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

新
鮮
野
菜 ●薬王堂 三条クリニック様

　●ローソン●

西口内科様●

●八戸合同庁舎

●トヨタレンタリース青森様

●三条小学校

株式会社アーネストワン様　　　　　
　　　　●

さんじょう保育園様●
マエダストア三条店●

八戸駅
（西口入口）

会場

至 六戸

至 

八
戸
中
心
街

至 

田
面
木
・
三
戸

至 

五
戸

ＪＡ八戸本店

 

軽トラ市ＪＡ八戸

女性部

活 動 リ ポ ー ト Report

軽トラ市開催
女性部

　女性部は７月20日、上長本店職員駐車場で軽トラ市を行いました。
　朝７時という早い時間にもかかわらず、とうもろこし、きゅうり、
ナスなど旬の夏野菜、プラム、桃などの果物、色とりどりの花など
が並び、会場内は多くの来場者で賑わいました。
　来場者は「安く買い物ができるだけでなく、朝早くからとても活気
に満ち溢れていて、女性部の方々に元気をもらえる。来月もここで
購入したい」と話しました。
　部員たちは、八戸こども宅食「おすそわけ便」に野菜やお米などを
提供しました。
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ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！
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水 ●廃プラ回収日（田子グリーンセンター）

5
木
●ご葬儀事前相談窓口（五戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）
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7
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ＪＡ八戸  総務課  ＴＥＬ．０１７８－７０－７７１１  ＦＡＸ．０１７８－７０－７７１６
軽トラ市に関するお問い合わせ

 

会場：ＪＡ八戸職員駐車場（八戸駅西口）
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９月21日（土）
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の変更（短縮）等及び中止とな
る場合がございます。
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八
戸
中
心
街

至 

田
面
木
・
三
戸

至 

五
戸

ＪＡ八戸本店

 

軽トラ市ＪＡ八戸

女性部

活 動 リ ポ ー ト Report

軽トラ市開催
女性部

　女性部は７月20日、上長本店職員駐車場で軽トラ市を行いました。
　朝７時という早い時間にもかかわらず、とうもろこし、きゅうり、
ナスなど旬の夏野菜、プラム、桃などの果物、色とりどりの花など
が並び、会場内は多くの来場者で賑わいました。
　来場者は「安く買い物ができるだけでなく、朝早くからとても活気
に満ち溢れていて、女性部の方々に元気をもらえる。来月もここで
購入したい」と話しました。
　部員たちは、八戸こども宅食「おすそわけ便」に野菜やお米などを
提供しました。



15 14

　暑い日が続き、さっぱり
した食事が中心になります
ね。我が家ではトコロテン
に冷やし中華のたれをかけ
て食べます。

南部町高橋（Ｔさん）

　キュウリをたくさん頂き
ました！母がキュウリの
からし漬けを作り、とても
おいしかったです。この暑い
夏に最高でした！

八戸市尻内町（Ｓさん）

　梅雨の期間は朝晩が涼し
くて快適ですが、これから
は暑さとの闘いとなり、自分
の体力がもつか心配です。

南部町大向（Ｋさん）

　冬場になったら、みそ
造りの体験をしてみたいで
す。川内の「串もち」も人気
でとても美味しいです。
女性部の皆様お疲れ様で
す。

五戸町切谷内（Ｔさん）

　友人からカボチャを頂き、
食べたらとても美味しかっ
た。夏のカボチャの収穫は
大変でしょう。農家（カボ
チャ）さんありがとうござ
います。

南部町埖渡（Ｈさん）

　暑くて草むしりもはかど
りません。庭のブルーベ
リーも今年は少ししか実を
付けませんでした。この
先いろいろな作物がどうな
るのか心配です。

田子町二次平（Ｋさん）

　毎日暑くて大変ですが、
働いて汗を流すのは最高
に気持ちいいです。健康が
第一なので、明日は何を
やるか考えながらぐっすり
床につきます。

新郷村戸来（Ｓさん）

編集後記

　８月は夏季休暇やお盆、
花火大会など、イベントや
行事が盛りだくさんです。
子ども達にとっては一年で
最も楽しみな月かと思いま
す。皆様はどのような８月を
お過ごしでしょうか。○や

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
「トコロテン」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆様の個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。

63

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

７月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

　

９月20日の
消印まで有効

しめ切り

タテのカギ ヨコのカギ

情報　
掲示板

土令和６年９月21日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
郷
村 ●

倉石
小学校

倉石
郵便局
●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

７月号のクロスワードの答え

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
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ＪＡ葬祭

ＪＡ八戸 　営農経済部 　購買課：0178 － 61 － 6322
ＪＡ全農あおもり 県南葬祭センター：0120 － 7676 － 04
◆商品についてのお問い合わせ：８時～17時　◆遺体搬送・ご葬儀の依頼：24時間受付

お問い合わせ先

ご法事用　生花・お供物セット

21,000円（税込22,900円）

ご
法
事
Ｑ
＆
Ａ

法要セット Ａ
花瓶花  １対
菓子　  １対
果物　  １対

内容

花瓶花  １対
菓子　  10個
果物（２種類）  各１個

7,000円（税込7,640円）
※水桶はつきません

お墓参りセット

内容

花瓶花  １対
箱菓子  １個
フルーツバスケット  １個

11,000円（税込12,000円）

法要セット Ｂ

内容

ご
法
事
の
困
っ
た
を

致
し
ま
す

お
手
伝
い

法事で準備するものがわからない。
お気軽にご相談ください。分かり易くご説明いたします。

Ｑ２
Ａ２

１周忌は御命日の翌年、３回忌はいつになるの？
御命日から２年目が３回忌、６年目が７回忌になります。

Ｑ１
Ａ１

2,100円（税込2,268円）

アラレ団子（茶米付き）

㈱ぱるじゃサービス従業員募集
自分のライフスタイルに合わせて働く人、増えてます！週に３日だけ働きたい！
１日４～５時間勤務したい方（午前、午後専属など）私たちと一緒に働きませんか？

・軽油、灯油配送員　・スタンドサービス業　・自動車、農機整備士
・若干名
・高卒以上、未経験者歓迎　※危険物丙種・乙４資格、整備士資格取得者尚可

・時給900円～1,200円　・社会保険等加入、資格手当、正社員登用制度有、ユニフォーム貸与
・随時
・最寄りのスタンド、整備センターもしくは本社総務課までお気軽にご連絡ください。

青森県八戸市大字豊崎町字中村17－1　ＴＥＬ：0178－70－7811　総務課  人事担当  福山

ＪＡ八戸グループ　株式会社ぱるじゃサービス
申　　　　込
試験及び選考
待　　　　遇
応 募 資 格
募 集 人 数
募 集 職 種
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